
SPF Confidential. Do not copy, reproduce or distribute. 
1

2026年1月22日 シンポジウム「海の力で未来を創る：ブルーカーボン最前線」 講演資料

ブルーカーボンの可能性と課題

渡邉 敦
笹川平和財団海洋政策研究所 部長

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE） 理事
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気候変動の解決策としての海洋

Hoegh-Guldberg et al. (2019)

ブルーカーボン
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CO2吸収源としての沿岸生態系

ブルーカーボン生態系は海洋の炭素吸収源
「いまやらないと後悔する」施策

Hoegh-Guldberg et al. (2019)
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Hoegh-Guldberg et al. (2019)
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日本における藻場面積の変化

海草（Seagrass）

海藻(macroalgae)

（出典：環境省）

様々な要因により、藻場の面積は過去30年で
48％減少した (1990-2020).
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ブルーカーボン再生ポテンシャルとコスト

再生コスト（中央値）
(万円/ha) データ数

サンゴ礁 1,457 42

海草 940 64

マングローブ 79 109

塩生湿地 591 73

カキ礁 588 23

（出典）Bayraktarov et al. (2015)を元に算出。青字がブルーカーボン生態系。
講演者が2010年の円・米ドルの為替（88円/ドル）を元に換算した。

ブルーカーボンの再生に必要な経費（の一部）をカーボンクレジットで賄う
ことが、活動の持続可能性に関わる。
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・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

民間企業等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

漁業者・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量

削減・吸収

運営事務局

第三者機関
審査認証委員会

炭素クレジット

資金

ＪブルークレジットⓇ制度の開発・運用

測定
（Measurement）

報告
（Reporting）

検証
（Verification）

活用
（Retirement/Offsetting）
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J-Blue Credit®（JBC）プロジェクト

7

2025年3月時点
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⚫ クレジット創出者
85% 漁業者
69% 自治体
52% 民間企業
30% NGO

10% 学術機関（アカデミア）

⚫ 再生された生態系
62% 海藻藻場
33% アマモ場（海草藻場）
20% 海藻養殖
8% 干潟

8

JBCの特徴（特長）：
マルチステークホルダー連携および多様な生態系

多面的な価値（気候便益、環境便益、社会経済的便益）を地域に還元する取り組みが鍵

ブルーカー

ボン

（SDG13）

地域社会

（SDG6，11）

生物多様性

（SDG14）
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高品質なブルーカーボンプロジェクト

認証機関：Plan Vivo（英国）
対象：マングローブ林
面積：117ha（107ha保全、10ha再生）
期間：2013-2033年
クレジット創出量：2,215～3,000トンCO2e/年
売買額：最低12,000USドル/年～24,000USドル/年
受益者：5,400人の沿岸住民

Photo by James Kairo

Mikoko Pamoja（ケニア）
プロジェクト
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Mikoko Pamojaでの利益配分

Kairo （2020）に加筆

社会的包摂とコミュニティ主導、透明性が高く評価されている。



SPF Confidential. Do not copy, reproduce or distribute. 
11

日本の動向：インベントリ報告
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ブルーカーボンの動向
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JBE設立

2019 

2020

2021

2022横浜市BC

福岡市BC

Jブルークレジット
(JBC)

実証第1号 1件

JBC実証21件

(海草, 海藻)

(海草、海藻)

2023

2025
2030 and 

beyond

ネットゼロ社会・沿岸生態系の
再生に向けて

JBC実証29件
（延べ41件）
インベントリに

反映

NDCにBCを反映

日本のブルーカーボン・ロードマップ

JBC実証４件
2030年 JBC 数10,000トン規模に

2050年にはブルーカーボンの吸収量を
数100万トン規模に How？
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MRV（測定・報告・検証）

ICEF Roadmap（2023）
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作る技術・使う技術

ICEF Roadmap（2023）

WHOI website (2017)

養殖技術・種苗生産

Vanavil et al. (2022)

有用物質の生産
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ブルーカーボン戦略（沿岸から沖合）

◼沿岸域では、多様なステークホルダーが連携して海草・海藻床、
マングローブ林、干潟、塩性湿地などのブルーカーボン生態系の
回復・保全を進め、地域経済や住民が包摂的に恩恵を受けられる
高品質なプロジェクトを推進する。

◼沖合域では、パイロット事業を段階的にスケールアップするとと
もに、環境影響や既存生態系との相互作用、漁業や他の海域利用
との法制度上の整合性を整理し、海藻の生産・海洋隔離・利用方
法に関する研究開発を推進する。

◼ブルーカーボンに係るMRV（測定・報告・検証）体制を確立する
とともに、IPCC等の国際基準と整合した制度を発展的に構築する。
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ご清聴ありがとうございました。
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